
川合さん、読売書法会で「会友」に認定される

　このたび、川合益美さん(雅号　碩山)が、

読売書法会より、「会友」の認定を受けました。

「会友」とは、読売書法展に10回以上の入選者

に与えられる資格で、書道を学ぶ者にとっては

大変、名誉なことです。本人に確認すると「打率

は5割ぐらいかなあ。」とのことで、少なくとも20

年は出品してきたことになり、長年の精進と

ねばり強さに敬服します。

　おめでとうございました。

読売書法展とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページより転載

　古典・伝統の書を継承し、発展、向上を図るため、最高水準の公募展を目指して１９８４年にスタート

しました。開催当初から質、量とも国内トップを誇り、26年を経過して一層の充実を果たしています。

　創設時に東京展・関西展・九州展の3会場で始まった各地区展も、その後、中部展・中国四国展

（後に中国展と四国展に分離）・東北北海道展が加わり、そのすそ野を広げています。そして、2005年

の第24回展からは、待望の北海道展独立開催が実現。まさに書壇を代表する公募展に成長しました。

　例年４月下旬～５月上旬ころに、読売新聞紙上で作品募集のお知らせをします。公募の対象は１７歳

以上で、部門は漢字、かな、篆刻、調和体の４つに分かれており、現在、公募作品約2万点、役員作品

約6000点が全国から出品されています。作品は７月に東京へ集められ、１週間に及ぶ厳正な審査が

行われます。入賞・入選作品は、読売書法会役員の作品と一緒に、半年かけて全国8都市を巡回する

展覧会で公開されます。
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